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第Ⅱ章 都市ヴィジョン 

小牧市民憲章に掲げる理想のまちを実現するため、次の３つの都市ヴィジョンを機軸として掲げ、「活

力ある高齢社会（小牧モデル）」の創造と「若年世代の定住促進」を図ります。 

都市ヴィジョン１ 「こども夢・チャレンジ№1都市」 

こどもの夢への挑戦をまち全体で応援していくことで、こどもを中心に世代を越えて市民がつなが

り、あたたかく支え合い、暮らしやすい魅力あふれるまちをつくっていくことをイメージした都市概念

です。 

夢やチャレンジの象徴であり、次代の地域を担うこどもたちのさまざまなチャレンジを地域全体で応

援することで、すべての世代が暮らしやすい、あたたかい支え合いのまちづくりへとつなげる『こども

夢・チャレンジ№1 都市』を目指します。 

【まちの状態を表す指標】 

指標名 基準値 目指す方向 

将来の夢や目標を持っているこどもの割合 
78.5％ 

（令和３年度） 
↑ 

安心して子育てができるまちだと思う保護者の割合 
89.6％ 

（令和３年度） 
↑ 

 

都市ヴィジョン２ 「健康・支え合い循環都市」 

幸せな高齢社会を実現するために、市民の健康づくりを支援し、支え合いの地域づくりに力を注ぎ、「健

康」と「支え合い」の地域内循環を目指す小牧市独自の取組をイメージした都市概念です。 

市は、スポーツを通じた健康増進を図り、様々な学びを通じて、より豊かな自分らしい人生を送ること

ができるようにするとともに、市民が様々な場面で主体的に活躍できる環境づくりを進めます。 

そして、市民活動や地域自治の充実拡大を通じて「暮らしの安心」を支える地域での支え合い助け合い

活動を促進することにより、高齢者をはじめ、市民が安心して暮らし続けることのできる『健康・支え合

い循環都市』を目指します。 

【まちの状態を表す指標】 

指標名 基準値 目指す方向 

生きがいを持って暮らしている65歳以上の市民の割合 
79.5％ 

（令和３年度） 
↑ 

地域に貢献する活動をしている市民の割合 
18.5％ 

（令和３年度） 
↑ 

 

都市ヴィジョン３ 「魅力・活力創造都市」 

若い世代や子育て世代が住みたい、住み続けたいと思える魅力ある都市と、経済・雇用・財政の基盤が

確立された活力ある都市の創造をイメージした都市概念です。 

本格的な人口減少時代に突入し、このまま若い世代が減り続ければ、まちの活力が失われてしまいます。

そこで、若い世代が住みたい、住み続けたいと思える魅力あるまちづくりを進めることにより地域活性化

を図っていきます。 
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そして、地域経済を支援し、バランスの良い産業集積を今後も持続的に高めることにより、経済・雇用・

財政の基盤が確立された、将来にわたって輝き続ける『魅力・活力創造都市』を目指します。 

【まちの状態を表す指標】 

指標名 基準値 目指す方向 

小牧市に愛着や誇りを感じている市民の割合 
79.9％ 

（令和３年度） 
↑ 

名鉄小牧線沿線居住人口 
88,907人 

（令和３年度） 
↑ 

 


